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本研究の目的は､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀを利用して､電子化された膨大な量の情報資源の管

理とその管理技術を応用した情報流通制御を実硯する仕組みを構築することにある｡

まず､本論文では､図書館など情報資源の作成に携わる側の生成情報管理技術であ

るﾒﾀﾃﾞ-ﾀに注目し､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀを応用した情報資源と情報流通の管理に関する新

しい仕組みを提案している｡また､提案した仕組みがｻ-ﾊﾞ間で連携して検索する

情報資源管理に有用であることを実証するために､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀ塑情報資源管理ｼｽ

ﾃﾑを設計･構築した｡さらに､ﾈｯﾄﾜ-ｸのｻ-ﾋﾞｽ品質(QualityofService)

QoSを制御する方法を提案し､情報の内容に応じたQoSの差別化を可能とするｼ

ｽﾃﾑを構築し､提案方式の有用性を証明している｡本論文は以下の5章からなる｡

第1章では研究のﾓﾁﾍﾞ-ｼﾖﾝとﾋﾞｼﾞｮﾝが紹介され､第2章では情報資源と情

報ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境ならびに情報資源管理と情報流通管理の硯状と間題点を調査し､

ｼｽﾃﾑ構築における解決すべき技術目標について記述されている｡

第3章では､情報資源の実例として考古遺跡写其ﾗｲﾌﾞﾗﾘに取り組み､数千枚の

考古遺跡写真を対象に､Dublin Core Metadataを応用した考古遺跡写真ﾒﾀﾃﾞ-ﾀの

設計､考古遺跡写真ﾗｲﾌﾞﾗﾘのｼｽﾃﾑ設計および実装に着手し､巨大な情報資源

の管理におけるﾒﾀﾃﾞ-ﾀの有用性を評価している｡

第4章では､地震などの災害による非常時通信時の優先制御技術の開発を通して､

情報発信者が保有するﾒﾀﾃﾞ-ﾀ情報を情報流通に応用する機構を考案し､ﾒﾀﾃﾞ-

ﾀによる優先制御機構の設計と計算機ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによる実験により､提案手法

の有効性を示している｡

第5章の結論では､情報の流通は情報資源があって起こる行為であるから､情報資

源の構造を考慮しないと有効な制御は不可能であるという本研究の立場を明確にし､

ﾒﾀﾃﾞ-ﾀは資源と流通の仕組みを結合する自然な概念であり､情報資源管理と情報

流通管理がｽﾑ-ｽﾞに実硯できる基本的な概念であることが記述されている｡



新麗

(論文審査結果の要旨)

本論文は､飛躍的に増大している情報ﾈｯﾄﾜ-ｸ上の情報資源の管理と流通を

扱っており､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀによる情報資源管理と情報流通制御が可能かという問題を､

発掘作業により年々増大するﾃﾞ-ﾀを抱える考古学情報の管理や情報の内容によ

って品質を差別化する必要がある非常時通信の制御に応用し､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀの導入に

より大きく効率化できることを実証した先端的な技術論文である｡従来､考古学ﾃﾞ

-ﾀは大量であるが故に資源管理に適した電子化作業の標準化は難しく､また非常時

通信制御も呼びが集中する編鞍に弱く情報共有も困難であるという未解決の問題があ

った｡この限界を打破する可能性を追求した本論文の成果は､以下の3点に要約され

る｡

1.ﾈｯﾄﾜ-ｸ上の情報資源と情報流通の管理の効率化を目的にﾒﾀﾃﾞ-

ﾀを応用する機構を考案し､国際標準となっているﾒﾀﾃﾞ-ﾀ(Dublin Core

Metadata Element Set)によるWWW上での資源管理やｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上の流

通制御において利便性や効率性が向上する可能性を示した｡

2. WWW上での資源管理の試作ｼｽﾃﾑｰ考古遺跡写真ﾗｲﾌﾞﾗﾘ-は､ﾒ

ﾀﾃﾞ-ﾀによる検索機能を有することから､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀ設計とﾒﾀﾃﾞ-ﾀ付与

における実装上の間題点のみならず､検索時の問題点も明らかになり､ﾒﾀﾃﾞ

-ﾀが電子ﾗｲﾌﾞﾗﾘ構築に有用であることを実証した｡

3.ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上の情報流通の試作ｼｽﾃﾑｰ優先度制御機構-は､従来､

情報の内容によって優先度を制御するという視点が欠如していたｲﾝﾀ-ﾈ

ｯﾄを利用した非常時通信に､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀを応用した優先制御機構が有効であ

ることを示し､情報の蓄積と情報の発見の効率化に寄与するために考案された

ﾒﾀﾃﾞ-ﾀの応用範囲を拡大した｡

以上述べたように､本論文は､ﾒﾀﾃﾞ-ﾀがWWWによる情報資源管理のみならず

その流通手段であるｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上での情報流通の効率化と利便性を向上させるこ

とを示した実証研究である｡これらの研究成呆は､学会論文誌2件､査読付国際学会

1件として公表され､またDublin Core Metadataの国際標準活動にも大きく貢献し

ていることなどを鑑みると､情報資源と情報流通の融合を視点としてﾒﾀﾃﾞ-ﾀの利

用領域を拡大するという情報ﾈｯﾄﾜ-ｸ研究の新しい分野を開拓する上で､学術面

での貢献は大きいと認めることができる｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


